
令和８年度　小国学講座

大里峠を歩き学ぶ

令和８年７月 11日（土）　 8：00～ 15：30（予定）
　　（小雨決行、中止の場合前日 17時までにご連絡します）

＜定員 先着 15名＞

小国町役場東側駐車場集合
スケジュール

07:40 受付（～ 8:00）
08:00 役場からバス出発
08:30 関川村林道入口（開会式）
08:40 トレッキング開始
09:20 峠道入山地点（関川村畑）
12:00 峠山頂（地蔵堂） 　昼食休憩
12:45 展望地
15:00 下山（玉川）
15:10 玉川からバス出発
15:30 役場着、解散
※天候等の都合により途中で引き返す場合もあります

✓参加費　　一人 120円（保険代）

✓持ち物

昼食、飲み物、雨具、行動食、クマ
よけ鈴（お持ちの方のみ）など

✓服装

帽子、長袖長ズボン等軽登山（トレッ
キング）ができる格好、履き慣れた
トレッキングシューズもしくは長靴
（一部沢を渡るところがあります）

■お申し込み　（締切 7/8 ）
下の QR コードを読み取り申込み
フォームに記入、もしくは下記小国町
教育委員会まで

＜申し込み・問い合わせ先＞
　小国町教育委員会 生涯学習室　 >> TEL 0238-87-3441 ／ FAX　0238-62-5464

主催／ 小国町教育委員会

日時

　江戸時代を中心に置賜地方と新潟下越地方を結ぶ主要路として栄えた
「越後米沢街道」。大小 13の峠があることから「十三峠」とも呼ばれます。
その峠の一つである大里峠は、越後（新潟県）から小国町への玄関口に
あたります。
　約 150 年前の明治 11 年（1878）7 月 11 日、沼集落（現関川村）に
宿泊したイギリス人旅行作家イザベラ・バードは翌 12 日にこの大里峠
を越えて小国郷に入りました。
　２回目の小国学講座では、それとほぼ同日に大里峠を歩き様々な旧跡
をたどりながら街道の歴史や峠にまつわる伝説について学びます。
　天気が良ければ、峠近くの展望所から日本海が望めるかもしれません。


